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史
歴
の
山
津

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。津山市が特に推奨等するものではありません。
　広告の内容について、詳しくは広告主へお問い合わせください。

締め切り 

使ってみませんか？マイナ保険証
津山の夏がアツい！
市からのお知らせ　第38回津山市民平和祭 ほか
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん

2024.８ 2223 2024.８

Ｅメール　kouhou@city.tsuyama.lg.jp
ファクス　32-2152
は が き　〒708-8501 津山市役所秘書広報室行
※専用応募フォームからも応募できます
※お便りの内容は広報紙やホームページ
　で匿名で紹介する場合があります

広報津山
広告募集中 広報津山で皆さんにＰＲしませんか？

広報クイズ＆ご意見募集 正解者の中から抽選で５人に当たる！

けいじばん
津山の歴史あらかると
津山自慢 ５年ぶり！勝北地域の夏の風物詩を主催
　勝北サマーフェスティバルIN塩手2024実行委員会

　お問い合わせ―株式会社ジチタイアド☎092-716-1401

記念品 

令和６年８月20日㈫ 当日消印有効 

問
　　　　　　応募方法 　　　　　 ①答え②氏名③郵便番号・住所④広報
　紙への感想・市政への意見⑤右のＡ～Ｆの記念品
　の中から１つを書き、秘書広報室に送る

２ページ　保険証の代わりとして登録
が進んでいる「○○○保険証」
○に入るカタカナ３文字は？

…………………●❷
…………………………………●❹

…●❺
……………●12

…………………………………●14
……………………●22

…●24

８月号
目次

６月号の正解
当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせて
いただきます。

Ⓐあば温泉無料入浴券（５枚）
Ⓑ百々温泉めぐみ荘無料入浴券（５枚）
Ⓒ津山郷土博物館招待券（２枚）
Ⓓ津山洋学資料館無料招待券（２枚）
Ⓔ津山まなびの鉄道館無料入館券（２枚）
Ⓕベルフォーレ津山  映画鑑賞チケット（２枚）

罹災（応募88人、正解83人）

　
城
西
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
重
伝
建
地
区
）

に
あ
る
徳
守
神
社
（
宮
脇
町
）
は
、
津
山
城
下
町
建
設
時

の
手ち

ょ
う

斧な

始
め
と
し
て
社
殿
（
境
内
に
あ
る
建
物
の
総
称
）

が
造
営
さ
れ
、
城
下
の
総
鎮
守
と
さ
れ
た
こ
と
は
知
っ
て

い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
徳
守
神
社

境
内
の
北
西
隅
に
鎮
座
し
て
い
る
摂
社
（
本
社
に
付
属
し

た
社
）
住す

み

吉よ
し

神
社
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
同
じ
境
内
に
あ
る
徳
守
神
社
。
も
と
は
小
田

中
に
あ
り
、
天
文
８
年
（
１
５
３
９
）
に
社
殿
が
焼
失
し

た
後
、
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
慶
長
９
年

（
１
６
０
４
）
に
、
初
代
津
山
藩
主 

森
忠
政
に
よ
り
現
在

の
場
所
に
移
築
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
現
在
の
徳
守
神
社
本
殿
は
２
代
目
で
、
寛
文

４
年
（
１
６
６
４
）
に
２
代
目
藩
主 

森
長
継
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
長
継
は
社
寺
の
建
設
に
非
常
に

熱
心
で
、
徳
守
神
社
本
殿
の
ほ
か
、
妙
法
寺
本
堂
（
西
寺

町
）・
総
社
宮
本
殿
（
総
社
）・
髙
野
神
社
本
殿
（
二
宮
）・

鶴
山
八
幡
宮
本
殿
（
山
北
）
な
ど
も
建
設
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
忠
政
が
移
築
し

た
本
殿
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
忠
政
に
よ
る
本
殿
移

築
の
約
60
年
後
に
建
設
さ
れ
た
、

現
在
の
本
殿
。
美
作
一
国
の
初

代
藩
主
が
移
築
し
た
本
殿
を
、

簡
単
に
取
り
壊
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
住
吉
神
社
で
す
。
建
物
を

詳
し
く
見
て
い
く
と
、
建
築
の
様
式
、
蟇か

え
る

股ま
た

の
輪
郭
や
彫

刻
、
木き

鼻ば
な

の
渦
模
様
か
ら
、
１
６
０
０
年
代
初
め
ご
ろ
に

建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
忠
政
が
徳
守

神
社
を
現
在
の
場
所
に
「
移
築
」
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
時

期
と
一
致
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
一い

っ

間け
ん

社し
ゃ

で
２・４
ｍ
×
２・

２
ｍ
と
い
う
建
物
の
規
模
は
、
三さ

ん

間げ
ん

四し

方ほ
う

で
６
ｍ
×
６
ｍ

の
徳
守
神
社
本
殿
と
比
較
す
る
と
小
さ
い
も
の
の
、
八
出

天
満
宮
（
八
出
）
や
千
代
稲
荷
神
社
（
山
下
）
な
ど
、
市

内
の
他
神
社
の
本
殿
に
匹
敵
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か

ら
、
現
在
の
住
吉
神
社
は
、
忠
政
が
「
移
築
」
で
は
な
く

実
は
「
新
築
」
し
た
初
代
の
徳
守
神
社
本
殿
で
、
２
代
目

の
本
殿
を
新
築
す
る
際
、長
継
が
北
西
に
移
動
さ
せ
て「
住

吉
神
社
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
同
様
の
こ
と
は
、
鶴
山
八
幡
宮
本
殿
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

鶴
山
八
幡
宮
は
、
忠
政
に
よ
っ
て
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ

た
後
、
寛
文
９
年
（
１
６
６
９
）
に
長
継
が
建
て
替
え
ま

し
た
。
境
内
北
西
隅
に
１
５
０
０
年
代
後
半
ご
ろ
の
建
築

と
さ
れ
る
「
薬や

く

祖そ

社
」
が
鎮
座
し
て
お
り
、
こ
れ
が
忠
政

が
移
築
し
た
本
殿
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
☎
32
－
７
０
０
０

  

住
吉
神
社
の
謎

▲徳守神社本殿（左）と
住吉神社（右）

▲住吉神社

▲住吉神社細部


